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ボランティア .NPO活動センターでは、地域のさまざまな卜J1体や行政と述舵し、学生の学びだけ

でなく地域訂献にも繋がる前動に取り組んで、います。ボランティアに関心はあるけれども参加経験

が少ない午:慌たちへ向けでは、地域と繋がる活動のきっかけとなるような様々な体験企画を学生ス

タyフが'11心 となって提供しています。また、学生スタッフ 1'1身も地域の卜tl体や行政からのさまざ

まの協力依刺に対し、ボランティア前副jの裾野を広げるために航極的に|刻わっています。

判lilt者名
「ナカマチ土曜夜市 in丸屋町J事業へのボランティア協力
歌藤 利弥 (作|際文化学部 1"1際文化学科 2年次'1:.)

" 2010イ1:7川24n (土)15時00分-2111寺00分メLhi11If ，m )117街
丸}'i{IIIf ，m )llf街振興組合イベン ト-j:.ilil

ソミ施主休

参加人数

ボランティア .NPOi市助センター (N問問)

39人(うち、学生スタッフ16人)

-経緋 ・11(，~ 

大津diにある九bt.1I汀商j苫街では、何年7月に

夜市という紙"などのイベン トがIJf.Jimされてい
ます。ボランティア .NPO活動センターでは、

丸屋IIIJim)，1i術似!l"H:Il合からの依頼を受け、夜市
の協力を行っています。

縁 日のボランテイアということもあり、学生

にとって参加しやすくボランティアをはじめる

良いきっかけとするとともに、大iI沖|ド1:，リ市!打Tの地域の

人 や々R尚:fi引仇'fi)11川m
のことを考えてもらう機会とし、地域のまちづ

く1)に氏献することにつなげることを 11的とし

ています。

-概 ~
①まち歩き

夜diのボランティア活動に参加する学生に

i銅山街など地域のことを女11ってもらうため、

夜市IJf.J!Jfill寺111]，jijに硝庖街の方に，mhl7街内を案

内していただきました。

②向山街の山}1!1運営

カキ)K、綿菓子、金魚すく い、 プラ板作 り、
さいころゲーム、輪投げ

①!'{; '1:.オリジナJレ山由の迎営
ゼリー 10ジュース、フランクフルト

@ステージでのイベント~，'，J控

学IAJのよさこいサークル「培舞加Jの出i1ir
，U，'，] ~l~ を行い ま した。

⑤パネルl民民 .クイズ大会の述岱

丸}凶拭柑引11川町11川町UげJR尚H庖街振興組イ介?のh加加11仏入応に訪間、 イ

ンタビューさせてもらい、その内符をパネル

に ~lÆ り /1\ して展示をしました。 夜市当日はお

平等さんへ商)15街に興味を持って貰うために、

パネルを使ったクイズを行いました。また、

尚 )11ií~rの歴史を矢uってもらおうということ

で、 ，'1きよき町並みをびした写真の展示もー

紺に行いま した。



~学生と地域をつなぐ~活動を通じた地減との運j篤

「地域をフィールドとするう1::/1:.活動Jの・Ji.例
のーっとして発表を行いました。

ホスター展示発ぷとセッション発ぷでの制

作内存を踏まえて選ばれる「活動奨励抗」を

叉・1'tし、 表彰状をいただきました
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-参加.fi.のJIt・得られた効"*など

・初めてのボランテイア活動だという7:11:.が多

く、 「ボランティアって、 こんなに気料にでき

るんや!Jといった戸rもあり、ボランティアに
好意的な印象を持ってもらえました

• i丹動，jijにアイスプレイクを行ったことで、
加者.J，iJ1:や，';::'-1:.スタッフとも仲良くなり、
しく iti動で、きた。

・特段できない地域のプjとの交流ができてよ

かった

・商j占街の!Jからは、「応舗が次々と減り、山

齢者が多くなりましたが、学'1:.さんたちの)J

で夜市が1mけますjという戸をいただくなど、

将んでもらえました。

参

楽

-千1&22年度 「学生ボランティア同体文扱jの

助成什|体に採択

この活動を充実させることを目指し、 mn
学生サポートセンターの、|勺北2211'1立i，'f:'I-=.ボ

ランテイア団体支彼Jへ出必し、助成卜J'I体に
W.jl~ されました。

ぷ彰式が1月2711(本)にナジックセミナー

ホール (京都)で行われ、 「採択|司体の'1'で

もぷ1I，'Iiらしい

取り組lみの一

つであるJと
の詳(tlliもいた

だき ましたc

この助成金

をi丹かし、さ

らなるj丹動の

光尖につなげ

ていきたいと

思います。

長 ヰ犬彰

-学んだこと・今後の謀題

・ まち~よきは初めての試みで、参加した学生に

趣旨が伝わっていなかったところもあったの

で、 内科をもっと糾る必要があったと思います0

・インタビューでは各自告IIiのブjから、 it屯なお
話しをIJBかせてmき、とても勉強になり、パ
ネル脱のクイズ大会も盛況でした

・出府が忙しく、休憩できなかった学'1:.もいた

ので、フリーの人間を配置、または全体の人

数を噌やしたほうが良いと思いました。

・当上lまでのスケジュールの立て)Jや、企IIHjメ

ンパーのマ:' I~スタッフ問の情報JHf不jlなど

を改押したいと思います。
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-夜市吋11以外の取り組み

・環びわiNJ大学:地域交流フェスタ2010での発ポ

きおおZJ39泉腕式
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千成221n2JJ11卜1(土) に滋tH'，~\'l.大 /l:

交流センターで・行われた「部ぴ.わiMJ大学地域

交流フェスタ2010Jで発表を行いましたn

フェスタでは、ポスター民ぷ発去を行うと

ともに、 研究交流会 (セッション発ぷ)での
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企画名 タイトル 大津祭へのポフンティア協力

靴作者名 j栄水枕士(社会学部地域稲布1:学科 2年次五1::)

2010~ド 10月 3 日 (日) 1011キ00分-15時00分/勉強会&lllillて見学
1:1 10月9日(土)1711，¥'00分-21時30分/宵宮

10月10日(口)8時00分-18時30分/本祭

場 日? 大W:市'1'心市街地など
イベン卜主悦 NPO法人大津祭曳山辿1P.1.

実施主体 ボランティア .NPO前ilYJセンター (i羽田)

参加人数 30人 (うち学生スタッフ15人)

.経緯・目的

滋賀県大津市11'心市街地を'1'心として、毎年
行われる伝統行事 f大津祭jで、「学生がボラ
ンテイアに参加することで大津の文化・伝統・

現状をまちの人と学び、学生II身が地j戒のー貝

として何ができるかを考えてもらう」 ことを目

的としました。

-概要

①勉強会&lllillて見学:

まちづくり大i;lt"[iIUT舶にて勉強会を聞き、大

i-It祭の歴史を年:びました。その後、実際に山

建てを見学して試し1Lきにも参加させてもら

い、その中でまちの人々と交流しました。

②スタンプテーリングボランティア(行宮)

スタンプ台紙の版売やjit1111の交換

①曳山綱引きボランテイア(本祭)

白玉町の西~;蛭チ山の!.IJ.山の綱引き

①許制iボランティア (本祭)

曳山の巡行H寺の飢光客の枠制ij

⑤111]"家の手伝説り ・議降ろ し ※祁Ijl:.mで吋:，.11: 

-参加者の戸 ・何られた効巣など

10月 3 日の勉強会& I I I~て見学は初の試みで

したが、一般学生からは「歴史や文化事前に知

れてよかった」ゃ「勉強会に参加できればよかっ

た」というrL2があったので初めてにしてはうま

くいったのではないで、しょうか。また、去年の

j正利を断まえて、当円までに参加する学生との

っと流の1必を設けたことで参加者同士や学生ス

タッフとも仲良くなって楽しく前動することが

できました。

概要書号 参加のべ人数※ ( )は学生スタッフ

J) 21名(10名)
② 5 t， (5名)
③ 14t， (5名)

」① 12*" (6名)
⑤ 3名

[参加した学生の声]

・地域の方がいつも静かな商m街が今日は雌り
仁がっていると言ってくれてうれしかった。

.メL-II、まちのために活動ができてよかった0

.お祭りの雰間気が1111近でl味わえて楽しかった

し、伝統文化に携われた。

[地域の)Jの声}

・学生がいないと成り立たないし、 参加してく

れる学生のパワーにはいつも感謝していま

す。

-これからもどんどん後却を引き連れて刷張っ

てほしい。



.学んだこと、 今後の組組

半年問、企画メンバーの学生スタッフと大津

祭ボランティア携わってきた中で二つのことを

学びま した。それは「感謝JI糾Jです。その
二つを学生スタッフ、参加l学生、地域の方々と

感じ合えたのではないかと思います。

今回、最終的には募集人数が定員に達しまし

たが、毎年締め切り問|際なので広報のl時期を早

める必要があります。また、 10月3日の勉強会

は今回が初めてで、 111Jj!て見学:や試し曳きとの

時IHJが合わず、予定どおりにいかなかったので、

曳山立任者の方ともっと官に述絡を取る必要が

活動を通じた地域との連携 ~学生と地減をつなぐ~

あったと思います。

今後は、プログラム内容に|則してももっと内

科の濃いものを作りあげていく必袋があると感

じました。

-その他の取り組み

.環びわiNJ大学地域交流フェスタ2010での発表

12月11日(土)に行われたフェスタのポスター

脱示発表で大津祭のボランテイア活動の取り組

みを紹介しました。

ポスターを見た人に、今年度の取り組みや参

加lして感じたことなどを桁介したり、質問に答

えたりしました。

a酔・両4司r

a

一G

企画名 タイトJレ FUKUSHI 体験 !秋のボランティア祭

報告者名 佐々木綾(社会学部臨床福祉学科 2年次生)

① 2010年11JJ7 n (11) 1011守00分-17時00分
「こだままつり」滋釘大学教育学部附属特別支援学校グラウンド

日時・場所
② 2010年11月13卜I(1二) 14時00分-16時00分

特別養護老人ホーム制寿校

① 2010年11月21U (11) 10時00分-17時00分

「山科醍醐こどものおIJ作)~IJ J 京都市東部文化会館ホール

実施主体 ボランティア .NPO前動センター (瀬田)

① 唐111奇やよい作業所

受入団体 ② 社会福祉法人輩出会特別主護老人ホーム 稲舟:I-¥:
③ NPO法人 山科問i醐jこどものひろば

① 19人 (うち、学'Eスタッフ15人)

参加人数 ② 6人(うち、学生スタッフ 5人)

① 19人 (うち、学生スタッフ14人)

-経緯 ・目的

福祉系のボランティアに参加してもらうこと

で、より多くの人とふれあい、ボランティアを

はじめるきっかけになってもらうことを目的

に、障がい児者 ・高齢者 ・児市の3つの分野に

分かれてi'ffi田キャンパスの学生と一緒にボラン

テイアに参加しました。

ボランティアはしたいけれどきっかけがな

31 
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かったり、初めて行くのに i人は不安と感じて

いる学生も多く、今回は学生スタッフとー結-に

ボランテイアに参加することで、ボランティア

の来しさを知り、今後もこういった前動を継続

してもらいたいと考え、この企画iを尖施しまし

たc

.概 史:

以下の①~③のボランティア活動に協力し、

それぞれ活動前の学内説明会や活動後のふりか

えりなども行いました。

①|苛がい者施設などで運営する秋祭りのボラン

ティア

米場者、運営ボランテイア合わせて約4.000

人という大規模なイベント「こだままつり」

に米る障がい児者と遊んだり、政擬1，1fやバ

ザーなどの手伝いをしました。

②お.{I~'jも・りとのふれあい

老人ホームの高齢者の方々とお訴をした

り、レク リエーションなどを体験しました。

①-fどもII:IJけイベントでの遊びコーナーの下伝
し、

設立30周年を迎えるNPO法人山本|限醐こ

どものひろばの記念イベントにちなんだ遊び

のブースの運営や、 こどもによるおIJ作劇の会

j必挫型Hなどをしました。

-参加者の声 ・得られた効-*など

・大変な作業が多かったけれど、学生スタッフ

みんなが協力して頑張っているところを凡

て、 I~I 分もよい気持ちになりました。

・いろんな人と関われて、 学校では体験できな

いことを休験できたのでよかったです。

-学生スタッフの方がとても親切にきちんと段

取りをしてくれていて、すごくやりやすかっ

たです。

・たくさんの子どもたちゃスタッフ、学生のみ

なさんと|剥われて、楽しみながらする ことが

出来ました。参加してよかったです。

・ただ子どもたちと遊ぶだけでなく、自分たち

が子どもに遊びを教えるというi'r任感も経験

できて、すごくよかったし、とても楽しかっ

たです。

置学んだこと ・今後の諜j組

今回の企画では、杭祉のボランティアが初め

ての学生でも参加しやすいよう、日常の活動だ

けでなくお祭りなどのイベントボランティアも

紺介しました。

広報期間が短かった活動もあり、参加学生は

目標人数に達しませんでしたが、当日はたくさ

んの学生スタッフが協力してくれて、参加学生

からも「参加できてよかったJrまたボランテイ
アしたいJという戸を聞きました。企画全体で
は、広報手段として自分たちの体験談などを伝

えたり、チラシの見た日や印象などをもっとわ

かりやすくする、といった反利点が出ました。

また、高齢者に比べてチどもと|刻わるボラン

テイアを希望する学生が多いことから、ボラン

テイア初心者の傾向なども分かりました。

今後の課題として、まずは企liIliメンバーIHjで

の情報共有を しっかりとる必要があるというこ

とと、より多くの学生が参加しやすいように、

広報の方法を見n'rし、センターと同体がつなが
るきっかけと して継続させていきたいです。



活動を通じた地域との連携 ~学生と地域をつなぐ~

企画名 タイ トル 「くさつ子どもフェスタ2011Jへのボランティア協力

報告者名 松野間 (国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

日 2011~三 1 月 16 日 (火) 811奇'00分-16時00分

場 所 草津市野村ー運動公|却

イベント主催 「くさつ子どもフェスタ2011J実行委員会

実施主体 ボランテイア .NPO活動センター (瀬田)

来場者数 22人 (うち、 学生スタ ッフ16人)

-経緯 ・目的

毎年実施されている「くさつ子どもフェスタ」

に本学学生に参加してもらうことで、ボラン

ティアの楽しさを知ってもらい、普段|剥わるこ

との少ない子どもやその保護者の方たちとふれ

あう機会をもってもらいたいと思い、実施しま

した。

また、 学生に子どもとの遊びを通してボラン

ティアの楽しさを知ってもらい、ボランティア

に対する抵抗をなくして、今後のボランティア

活動のきっかけにしてもらうこ とも目標として

います。

-概要

・ボランテイア参加者との交流(アイスブレイク)

.風船アーチ作り

・ぶんぶんゴマ

.シャボン玉遊び

・他の団体の手伝い (どんぐりキーホルダ一作成)

・若ぐるみ (たび丸くん)を活:てのPR活動

・ステージ出演の調鮭

学内のよさこいサークル華舞龍の出演調猿を

行いました。

-参加者の声 ・符られた効巣など

・子どもと遊ぶことができて楽しかったです0

・冨が降って架かったけど、楽しかったです0

.丁寧に教えてもらったのでわかりやすかった

です0

・たくさんの人と話せてよかった。また参加し

たいと思いました。

・アイスブレイクも良い感じで終わり、片付け

も難なくスムーズにできていたと思います。

.学んだこと・ 今後の課題

雷による場所やH寺1mの変更があり、パタパタ

してしまい余裕がありませんでした。前もって

悲天候のパターンを考えておくべきだ、ったと思

います。そして、 学生スタッフ内での情報共有

が十分にできていなかったので、参加学生に質

問されても答えられないことが多々あ りまし

た。また、 当日の流れやシフトなどを当日に連

絡したのでうまく対応ができませんでした。事

iltrに情報共有をしっかり行うことと、急な事態
にも対応できる柔軟性が必要だと思いました。

111":年度の謀題だ.った参加者同士の交流は、ア

イスブレイクなどをして傑く 交流できたので改

普できたと思います。また、 参加している他の

同体のお手伝いを通して交流できたので、良かっ

たと思います。

目標人数に達成できなかったので、広報の方

法を見直す必要があると思います。次年度の企

画のために今年の反省点について深く考えて、

次の企画に繋げていきたいと思いました。

33 
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企画名 タイ トJレ アフターショック~災害ボフンティア・私たちにできること-in伏見区深草支所

報告者名 竹本 Jt梨 (法学部政治学科 3年次生)
日 H寺 20日年1月15日 (金)-2月41:1 (金)

場 iVf 深草総合庁舎 l階コ ミュニテイ ルーム

実施主体 ボランティア .NPOi古動センター

共 11li 京都市伏見消防岩

参加人数 222人 (地域住民の方)

.経緯 ・目的

災害は地域と学生にとって共通の問題です。

また、龍谷大学が広域避難場所でもあります。

そこで、当センターが今年10年を迎えるにあた

り、センター設立のきっかけとなった兵庫県南

部地震(阪神 ・淡路大従災)や伏見区の災害、

災害ボラ ンティアについて展示することになり

ました。

今回は昨{j三日月に行った本学学闘祭の展示品

の他に伏見消防署ーの方にも協力を得て、 防災

グッズやパネルなども合わせて展示を行いまし

た《

この展示は、地域の方にボラ ンテ イア -

NPO活動セ ンターの収り組みを知ってもらう

とともに、災害の悲惨さや災害ボランティアの

役割、防災の大切さをまnってもらい、事前に普
段から何が出来るのか、災害発生時 ・後にどの

様な取り組みが出来るのかを考えるきっかけづ

くりを目的としています。

.概 要

昨年の本学学園祭のHキに使用 した兵庫県南部

地震(阪ネIjl・淡路大混災)や過去に発生した ・

今後発生する伏見区の災害、災害ボランティア

の役割や活動、災害時の避難の仕方について展

示を行いました。

また、その時の展示でIJH催した 「災害ボラン

ティア講座・寸劇」の様子もDVDでl決{象を流

しました。

伏見消防署の方にも協力を得る ことが出来

き、防災グッズ ・マップ、パネル、住宅m火災
報知器、消防署-の取り組みについてのDVDな

ども合わせて紹介しました。

展示開始の3日間 (l月15・17・18日)は学

生が展示会場に常駐し、展示への呼び込みゃビ

ラ配り、展示物の説明を行いま した。展示会場

が深草総合庁舎の1階で、 休憩できるようなス

ペースであったため、子どもから高齢者の方ま

で多くの方が来場されました。

-参加者の72.得られた効*など

参加者からは、 「阪や11・淡路大災災のH寺は京

都でも大きく揺れ、家具が倒れたのでとても怖

かったのを憶えている」、「災害が起こった当時

は防災グッズで備jえを していたカ人 JI寺とと もに

危機感が薄れていた。今回の展示を見て、やは

り災害時の備えが重要だと改めて感じた」、「阪

和11・淡路大震災の時に初めてボランテ ィアに

~T った」、 「私たちは大きな災害を経験 してき た

が、もう年も とって災害や防災などの活動する

ことが難しい。あなたたち若い人がこれからも

このような活動を続けていってほ しい」などが

ありま した。

この戸からも分かるように、京都にも兵庫県

南部地震の影響はありましたが、長年、大きな

災害が起きていなかったために、 地域住民の災

害に対する意識や関心が薄れているこ とが分か

りました。また、この展示を過して今年で16年

になる兵庫県南部地震を思い出 し、 再度災害に

対するなf，f&カf高まった方もいら っしゃいま し

た。

災害の被害にあった方、被災地へボランテイ

アに行った方の声を聞くことができ、兵庫県南

部地反などの災害の被災状況を直接見たことが

ない私たち学生にとって、非常に訂正な経験と

なりました。



-学んだこと ・今後の謀題

昨年11月に実施した本学学図祭の展示では、

学生の参加に比べると少なかった地域住民の方

に、当センターの取り組みや災答 ・災害ボラン

ティアについて見ていただく ことができま し

た。地域と本当に関わりたいのなら、 1'1分述で

自ら地域にj吐き、活動していくことの大切さを

実感しました。

また、今回の展示を通して、じっくりと地域

の方と話をする事ができ、 地域の)Jが普段災害

に対してどのように考えているのか ・取り組ん

でおられるのかという事と同時に、伏見区の歴

史や地域の問題などについても知ることがで

き、非常に学ぶことが多かったです。

地域の方の関心は、災害や防災にあり 、災害

ボランティアについてはあまり興味を示しても

らえませんでした。また、 私たちの模造紙は文

字:が多く、来場者の方も少し見えにくい様子で

あったことなど、 今回の展示で改普するべき点

も知ることができま した。

今回は深草総合庁舎の施設をお借りし、伏見

消防署の方にも共催で企画を行いました。初め

ての試みであ り、 設営時や展示J~Jfll] l l ' に両団体

活動を通じた地域との連携 ~学生と地域をつなぐ~

には様々な負担をかけてしまいましたが、 多大

な協力により今までの当センターの企画だけで

はできなかったより多くの地域住民を巻き込ん

だ企画となりました。iiij回11月の学園祭と今回

の災害ボランティア展示企画により、伏見区社

会初祉協議会、深草総合庁舎、伏見消防岩との

ネットワークがさらに広がったと!惑じました。

今回の展示経験を活かして、今後私たち学生ス

タッフのみでなくこれら 3つの団体と述携し、

本学学生をより地域で活動で‘きるように巻き込

み、地域と学生を繋げていきたいと考えていま

す。
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企画名 タイトル伏見区野宿者支援プロジェクト

報告者名 竹田 純子 (深爪キャンパス コーデイネーター)

2010年4)J21・22・23日、 5川24・25日、 6月16・17H、

7 月 13 ・ 211:1※ 14 L1)~施予定であったが、暴風雨のため21 日に振杯笑施

9月30日.10) J 1 1一|、 10)J19・20日、 11月10・11日、 12)J15・16LI、

H 11寺
2月15. 1611、3)J24・25n

いずれも、 15時30分-19時00分で実施(多少の前後はあり)

.8月911、1 ) J 2711 (この2Flllliは、 学生の夏季休暇l-j:t)えびテス ト

期IIIJII'であったため、 1 11で実施。)14時00分-19附'00分

.5月1311、12川911 12時30分-131時00分活動説明会を災施

市動場所 京都市伏見|メ.の京市瀬川・同日瀬川 ・山科川周辺

参加人数 140名 (学生60t，、救l臨1~等 4 名、 JIPPO関係者53名、センターl蹴U23t， )
ドー

実施主体 (特活)JIPPO、州本願寺、ボランテイア .NPO活動センター

.経緯.n的
2008年度末にボランテイア .NPO前副jセン

ターとも|則係の深い (特活)JIPPOの専務Jln:m.
であ り、冗n包大教授である中村尚司先生から、
「点1'41'，':jii川および、山科川の橋の下なと。で生jr;.

している野宿者を支援する試みをJIPPOで行い

たいので|出)Jをして欲しい。Jとの依頼が拘:せ
られ、尖i燥に、JIPPOスタッフとセンタースタッ

フ 、 q: ' I~.スタッ フの有志で河川 を歩き 、市，'，J3'f.し

てみたと ころ、支援が必要だと確信し、出向行者・

の'1:前文援をFI(10に'09年春よりJIPPOと協)Jし
て伏比l豆野術者支援プロジェク トを本絡的にIJrJ

始し、今年度も引き続き活動しています。

また、この活動を通じて、 参加学生に社会の

II!J :illや tl 分自身の偏見に気づき 、 I~I 分 n 身のIIIJ

日!1として考え、行動できるよ うになるきっかけ

になることも11的とし、広く 学生に対し、 参加

をHt械的に呼びかけています。

-概 tf:
JJに11111ずつ2日間で3河川 OIH':ii'舶川・ Illj

，'::j H~i川 ・ I IJ科)11)の周辺に居住している野桁お

に食料などの支援物資を持って訪川し、 W:IIIJ，iri

をしながら健康状態や困っていることなどにつ

いて聞き取りを行い、必要に応じて怖報提供や

行政への働きかけを行いました。

また、毎回参加者の変吏があるため、顔合わ

せと初参加の学生には簡単なおfi動に対する説明j

を行った後、支援物資の配布準備を行い、深lr.
キャンパスを出発します。i丹動終了後は4iT:1旦|、

JIPPOのスタッフを交えたふりかえりと、 参力11

学生とコーディネーターでふりかえりを行い、

活動を通じて得た気づきや疑川などを共有して

います。

訪問]メンバーは、 JIPPOス タ ッフ 、 4~q.:q':/t 、

本学教職員、センタースタ ッフで実施していま

す。

昨年度は単発での参加が多かったのですが、

今年度に入り、複数回参加する学LI:.iJtWIえたた

め、より密度の濃いコミュニケーショ ンがとれ

るよ うになりま した。学生へのH予びかけは、 ニE

に非集説明会やHPを通して行っています。

女NPO法人JIPPOとの役割分担は以下の通り

jIPPO ボランテイア NPOi!i伽ン.~
-訪問の際の車の手 -支援物資のJt俳人 (会計報告

配2えび逆転 も含む)

-文援物資購入のた -支援物資の代理(入浴券他、

めの資金提供 支援物資全般の特別)

-入浴券の購入 -支援物資の配布市制ii
-行政機関との対応 -広報前動 (ボランティアの

募集及び活動報告)

-勉強会の実施
ト一一一
判iflJJi:の作成やマスコミ対応などについては、 Ilhj
組織が共同で実施しています。
」



.参加，.，..の戸 ・得られた効果など

-もっと多くの人が関心を持って欲しい々(主"

らないとその人たちのことを考えられないか

ら)

• r托にたい」と繰り返している野宿者の方が
「イ1:'ドを死ぬまで・ずっとしたい」と何度も l?っ
ていたことがとても強く頭に残っています。

f命の市みjについて考えさせられました。
. n分の(1lIltoに気がついた。
-働くところがあっても、虐めがあることもあ

り、 H~) きにくいという現状がショックだっ た。

fここから退去せよjという意味合いの張り
紙を初めて見ましたが、対案なく排除される

町'術者の実態を自にしました。 等

.コーデイネーター所感

この活動を始めて、 2年目になりました。こ

の111]、 j式会Lは必化し、野宿者の皆さんから寄せ

られるJig-は、 j栄刻化していくばかりのように!盛

じています。

このm動を通じて、飲まず‘食わずの現状を，IU.j
え切れず、窃強という罪を犯してしまったAさ

ん、千|ソドのない現状に絶望し、自殺未遂を繰り

返していたBさん。テントを燃やされ、仲間の

テントに仮住まいしながら、 f体がだるいけど、
成のせいゃから大丈夫。また来月jと言って別

れ、その直後に急性白血病を発症し翌nには
亡き人になってしまっていたCさん。f良いお

年を !Jと別れ、翌月に仕事の帰りに不!ぷの事
故でなくなったDさん等など、さまざまな苦悩

活動を通じた地域との連機 ~学生と地i裁をつなぐ~

を抱えながらも懸命に生きている人述に11¥会い

ましたの

簡単に rn己責任Jといった胃.Jtでは片付け
られない厳しくて辛い現実が私達のすぐ近くに

あります。この現実に否応なく lilJき合わされる

この前動は、精神的にとても半く感じることも

あります。それなのになぜ、たくさんの学生が

何位もこの活動に参加するのでしょうか。それ

はき っと、苦しい現実のrl'にもたくましく、様々
な仁犬をしながら生活している人たちの安から

やび、 fもっと若いもんが社会に11をlilJけない
と、1'1分にかかってくるでjなどと、会，iRをし

ている'11で考えさせられることが多いからでは

ないかと思っています。

この活動が必要なくなる Hはまだまだ先のこ

とだと思います。そのHまで学生と一新にザ:び

ながら、悩みながら、努力をoTIねたいと!よlいま

す。
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